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災害から身を守るために
　これから梅雨や台風など、本格的な出水期を迎えます。毎年、全国のどこかで大雨や台風による大規
模災害が発生しており、いつ町内で発災してもおかしくありません。事前に備えておきましょう。

災害が起きる前に情報収集と共有
　日頃から、町の総合防災マップなどで、自宅や学校、勤務先周辺の災害リスクを確認し、災害時にど
のような行動を取るべきか想定しておきましょう。また、緊急時の連絡先や、避難先などを家族と相談し、
決めておくことも大切です。
　災害時に、より正確な情報を入手するために、町メールマガジンの登録（広報とべ５月号２ページ）
をお勧めします。その他、テレビで町の情報配信（広報とべ６月号７ページ）を確認するなど、自分に
合った情報の入手方法を準備しておきましょう。

避難が必要かどうか判断
　「避難」とは、「難」を「避」けることです。自宅が浸水や土砂災害の危険がなく、安全を確保できる
場合には、自宅に留まる「在宅避難」も重要です。
　また、避難が必要な場合でも、親戚、知人宅などに避難する「分散避難」は、避難所での三密を回避し、
新型コロナウイルス感染症の拡大リスクを抑えるのに有効です。
　もちろん、避難情報に関わらず、危険を感じたら、速やかに安全な場所に避難してください。

非常時持ち出し品
　非常時持ち出し品とは、避難時にすぐに持ち出すべき必要最低限の備えのことです。避難生活を送る
にあたり、救援物資が届くまでの間をしのぐために必要な物を揃えておきましょう。

非常時持ち出し品として準備する基本的な備蓄リスト
従来の非常時持ち出し品に、感染症対策用品も加えておきましょう。

□　マスク
□　消毒液
□　体温計
□　服用中の薬
□　食料、飲料水
□　懐中電灯
□　携帯ラジオ
□　モバイルバッテリー

□　ウェットティッシュ
□　ビニール袋
□　タオル
□　スリッパ
□　貴重品
□　印鑑
□　お薬手帳の写し
□　保険証や免許証の写し

住宅の備え
　台風や大雨といった風水害は、天気予報などにより、事前の予測がある程度可能です。早い段階で以
下の対策を行っておくと住宅への被害を抑えるのに有効です。
①浸水対策
　・土のうや水のう、止水板を用意する。
　・家財道具や大切なものを２階へ上げる。
　・雨水排水溝の手入れを怠らない。
②強風対策
　・植木鉢や物干し竿など、室外にある飛ばされやすい物は室内に入れておく。
　・犬小屋や自転車など、室内に入らない物はしっかりと固定する。
　・窓にガラス飛散防止フィルムを貼る。
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避難情報の名称が変わります
新たな警戒レベルの一覧

避難所への移動も危険な段階です。自宅の中や周辺で、少しでも浸水や土砂災害の
危険が少ない場所へ身を寄せるなど、命を守る最善の行動をしてください。

命の危険
直ちに安全確保

警戒レベル 行動を促す情報 住民がとるべき行動

危険な場所から
全員避難

危険な場所から全員避難してください。

危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者だけではなく、障がい者や避難に時間のかかる人、急に水位が上がりやすい
河川の近くに住む人などは避難してください。

自らの避難行動を確認

災害への心構えを
高める
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＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

名称の変更点
［注１］「災害発生情報」から「緊急安全確保」に変更。
［注２］「避難勧告」「避難指示 (緊急 )」を廃止し、「避難指示」に一本化。
［注３］「避難準備・高齢者等避難開始」から「高齢者等避難」に変更。

問総務課危機管理室☎（９６２）６１１０
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大雨のときや土砂災害警戒情報が発表されたと
きには早めに避難
　がけ下や渓流沿いにお住いの人は、大雨や土
砂災害警戒情報に注意して、早めに安全な場所
へ避難しましょう。
　また、夜間に大雨が予想されるときは、暗く
なる前に避難をしましょう。
　防災行政無線などの呼びかけにも注意して、
早めの避難を心がけましょう。

台風や大雨のときは、気象情報に注意
　大雨による土砂災害発生の危険度が高まった
ときは「土砂災害警戒情報」が発表されます。
大雨警報や土砂災害警戒情報などの防災気象情
報に注意しましょう。
土砂災害警戒情報

問建設課土木係☎（９６２）６０１０
　総務課危機管理室☎（９６２）６１１０

気象庁HP
を確認◀

６月は「土砂災害防止月間」

緊急安全確保（注１）

避難指示（注２）

高齢者等避難（注３）

大雨・洪水注意報等

早期注意情報
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